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「プロジェクト型実践的インターンシップと
大学と地域の連携に関する研究会」の開催
新國三千代
「プロジェクト型実践的インターンシップ」
と「大学と地域の連携」を掲げた研究会の題
目に疑問を持つ方も多いと思われる．最近話
題になっている「キャリア教育」や「大学の
地域貢献」の話の中で，この２つのキーワー
ドをよく耳にする．確かに，近年，多くの大
学で種々のインターンシップが実施され，地
域との連携についても様々な試みが行われて
いる．ここでは，この２つを結びつけた研究
会を開催するに至った経緯を社会情報学部に
おける取り組みを紹介しながら簡単にお話し
する．
昨年度から社会情報学部では北海道地区イ
ンターンシップ推進協議会に参加する企業や
学部が独自に開拓した受入先に学生を派遣し
ている．いずれも「学生が自分の将来を考え
るために，自分の興味・関心のある職業・職
場で就業体験をする」ことを目的とした短期
の体験型インターンシップである．その一方
で，社会情報学部で培った情報技術や社会的
手法を活用できるようなインターンシップの
あり方，すなわち学部の教育の特徴を生かせ
るようなインターンシップのあり方を検討す
る必要性も指摘されてきた．このようなニー
ズを受け，今年度本学部の教員５名（新國，
佐藤和洋，祐成，小内，佐藤友暁）で学部特
別推進研究「社会情報学部におけるプロジェ
クトタイプの実践型インターンシップの検討
プロジェクト」を立ち上げた．
社会情報学部における教育の特徴を生かせ
るようなインターンシップのあり方として
は，〝学生達がチームを組んで，相手先すなわ
ち受入先の課題（テーマ）を，今まで習得し
た手法や情報技術を活用して解決し，何らか
の成果を出す"というプロジェクト型の実践
的インターンシップが考えられる．これは短
期間で成果を期待することは難しいため，長
期的なものとして計画する必要がある．また，
学生が単独で行うよりはチームで取り組む方
がより建設的に行える．しかし，そのために
は，学生がチームを組んでプロジェクトを推
進していけるように，事前学習プログラムや
事後学習プログラム（例えば，プロジェクト
の評価や成果発表などが行えるような学習プ
ログラム）を用意する必要がある．更に，受
入先の確保や受入先との協力体制，必要とな
る経費，成果物の取り扱いなどについても検
討が必要である．本プロジェクトではそれを
明らかにし，これを実現する方策を検討する
ことになっている．
ところで，既にいくつかの大学においては
プロジェクト型の実践的インターンシップが
実施されている．例えば，大学コンソーシア
ム京都ではプロジェクト型インターンシップ
の先進的な取り組みがなされている．そこで，
大学コンソーシアム京都のインターンシップ
プログラム総合コーディネーターである同志
社大学商学部長の岡本博公先生に「大学コン
ソーシアム京都のプログレスコース・プロ
ジェクトについて」の講演をお願いした．
さて，ここで先ほど述べたインターンシッ
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プ受入先の確保について話を戻すことにす
る．学部長からはプロジェクト型の実践的イ
ンターンシップに理解を示す企業が２，３あ
ると聞いてはいるが，北海道は関西や関東に
比べインターンシップに協力する企業の数は
多くはない．従って，もっと範囲を広げて考
える必要がある．特に，社会情報学部の特徴
を生かす意味でも，地域や行政と密着した各
種NPOや福祉分野，特に個別性や特殊性の
高い分野なども視野に入れて考える必要があ
る．例えば，社会的には必要とされているが，
大量生産に適していないために利潤が期待で
きず取り残されている分野である．その分野
の課題を，社会情報学部で習得した情報技術
や社会的手法を活用することにより少しでも
解決して行くことができれば，双方にとって
有意義なことである．
筆者らは，このようなプロジェクト型の取
り組みを行っていく上での課題を明らかにす
るために，共同作業所に働く人達のための「課
題学習を支援するツール開発」を実験的プロ
ジェクト（新國，祐成）として試みている．
これは，中高等部を卒業した障がいを抱える
人達が働く共同作業所で使われる課題学習用
のツールであるが，パソコンを使用して一人
一人にあった個別の学習用のツールを開発し
ている．つまり，共同作業所に働く人たちは
一人一人抱える障がいの内容や程度が異なっ
ているため，個別の学習ツールが必要になる
のである．そこで，ゼミの学生達がチームを
組んで，共同作業所の職員やその分野の研究
者の協力を得ながら，求められるツールを開
発するという取り組みを行っている．このよ
うなツールの場合，最初から理想的な完成し
たツールモデルが示されるものではなく，使
い勝手なども考慮して試行錯誤しながら作り
上げていかなければならない．また，相手が
上達するにつれ，次のステップを目指した
ツールに改良していく必要もある．この試み
は，大学という枠を超えた共同作業として情
報技術を活用する実践であり，これらを通じ
て新たな社会的連携を創出する実験であると
捉えることができる．これは，近年，とみに
大学に期待されている領域でもある．
筆者らはこの試みの他にも地元の江別市野
幌地区のまちづくり活動に関わる「商店街の
CM 作り」などにも取り組んでいる．また，社
会情報学部の教員（大國・中澤（千葉大転出））
と学生達が中心になって推進している，江別
市の「協働型まちづくり事業」の一つである
『地域の記憶語りをコンテンツとしてスト
リーミング配信するプロジェクト』，主催者で
ある大國・中澤の言葉を借りるならば，「この
近郊の野幌地区の生活史と地区形成史を再発
掘し，部分化・断片化されている記憶を重ね
合わせて，多様な語りの集積へと統合してい
く調査・発信活動」プロジェクトも進行して
いる．具体的には，「知恵袋」といえる年配の
方々にインタビューをして，これを学生達が
ビデオカメラで録画し，編集をして『地域の
記憶語り』としてストリーミング配信すると
いうプロジェクトである．既に７回分のイン
タビューの録画撮りを完了している．筆者は
このプロジェクトでストリーミング配信のた
めのコンテンツの作成・編集に関わっている．
この仕事は2004年度の学部特別推進研究
「ネットワークを活用した地域メディア・リテ
ラシーの実験的研究―「地域の記憶語り」をコ
ンテンツとしたストリーミング配信の試行と
その教育的応用のための実験的研究」として
採択されている．本研究は，学生一人一人に
有意味な情報発信のリテラシーを身につけて
もらう教育プログラムを確立するための実験
的研究であるが，地域との連携の中で地域社
会が必要とする情報・知識（知恵）をどのよ
うに蓄積・発信して伝えることができるのか
を明らかにするというもう一つの重要な研究
課題も有している．
このような背景から，大学と地域とが連携
した教育プログラムについて，これまでに得
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られた成果や知見，課題等を本研究会で講演
いただくことにした．地域連携教育のあり方
については，北大高等教育機能開発総合セン
ター教授の町井輝久先生に「キャプストーン
プログラムに見る地域連携教育の進め方」に
ついて講演をお願いした．また，大学という
枠を越えて「実践型のグループ学習教育」を
実施している公立はこだて未来大学教授の宮
本衛市先生には「公立はこだて未来大学にお
けるプロジェクト学習の実践」についての講
演をお願いした．
以上が「プロジェクト型インターンシップ」
と「大学と地域との連携」の２つが結びつい
た研究会を企画した経緯である．当日は，社
会情報学部以外にも商学部や経済学部などの
教員そして北海道地区インターンシップ推進
協議会に加盟する道内の国公立・私立大学の
担当事務や就職課の方々などにも多数ご参加
いただき大変活発な研究会となった．ご出席
下さった方々に感謝申し上げる．
なお，研究会のプログラムは次の通りであ
る．
日時：2004年12月11日（土）
13時30分～18時15分
会場：札幌学院大学Ｇ館５階 特別会議室
(プログラム）
13時30分～13時35分 学部長挨拶
千葉正喜（札幌学院大学社会情報学部）
13時35分～13時45分
「本研究会の企画と社会情報学部における
取り組みについて」
新國三千代（札幌学院大学社会情報学部）
13時45分～15時05分
「大学コンソーシアム京都のプログレス
コース・プロジェクトについて」
岡本博公（同志社大学商学部教授・商学
部長・大学院商学研究科長・大学コンソー
シアム京都インターンシッププログラム
総合コーディネーター）
15時05分～16時25分
「キャプストーンプログラムに見る地域連
携教育の進め方」
町井輝久（北大高等教育機能開発総合セ
ンター教授）
16時35分～17時55分
「公立はこだて未来大学におけるプロジェ
クト学習の実践」
宮本衛市（公立はこだて未来大学教授）
17時55分～18時15分 総括討論
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